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「米国木質ペレット工場による大気汚染排出と健康被害」



PM2.5等の具体的な健康被害
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→最近は糖尿病、乳児死亡、発達障害、
口腔がんとの関係も！

肺がん
脳卒中
心血管疾患
呼吸器疾患
喘息

低出生体重
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世界で年間700万人程度が大気
汚染で死亡

＜後略＞
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✔

出典：LANCET（2018）

石炭火力で日本で年間約1200人
程度死亡（LANCETカウントダウン
プロジェクト）



最新研究（GBD 2015）では、日本で
PM2.5で年間6.1万人程度死亡

5出典： Cohen et al. （2017）

✔



PM2.5は糖尿病リスクも増大

6＜後略＞



PM2.5の環境基準
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•日本:年平均値15μg/m3以下（日平均35μg/m3以下）

•米国:年平均値12μg/m3以下（日平均35μg/m3以下）

•世界保健機構（WHO）指針:年平均値10μg/m3以下

（日平均25μg/m3以下）

「前略...日本は現在15μg/m3で3割しか達成
していませんので、基準を10μg/m3にしたら、

達成するのはかなり困難になります...後略」
（内山2014）



「PM2.5被害に閾値は無い」というのが
WHOおよび欧米での共通認識
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「（前略）…PM2.5に関しては短期曝露も長期曝露も

閾値がない…（中略）…閾値がない現状において、

PM2.5濃度が環境基準の上にあるか下にあるかに

関係なく、PM2.5濃度が下がれば健康に良い結果を

もたらす…（後略）」

出典：WHO （2013） “Answer to the Question A5: What is the 
latest evidence on thresholds and linearity for PM2.5?” in  
Review of evidence on health aspects of air pollution – 
REVIHAAP Project Technical Report, page.38



米国では、裁判所も「閾値はない」と
いう判断

“The majority scientific consensus, accepted 
by the Court, is that the harm from exposure 
to PM2.5 is linear, and there is no known 
threshold below which PM2.5 is not harmful 
to human health.” （下線は筆者。以下同様）
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出典：UNITED STATES of America v. WESTVACO CORPORATION
（WL 10323214, CIVIL ACTION NO. MJG-00-2602, February 26, 
2015）, page.7, para.9



日本でも「閾値は無い」と普通に言わ
れている
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「PM2.5のリスクはとにかく高い」

「その影響は閾値がなく連続的」

「米EPAが昨年12月14日に基準改訂！」

出典：林岳彦氏（国立環境研究所環境リスク研究センター）
「次の時代のリスク評価のあり方を考える研究会
（2013/1/23）」発表資料「米国EPAのPM2.5基準値改訂その”
正当化ロジック”を読む」スライド4枚目から抜粋



最近は日本でも「PM2.5短期曝露被害

は閾値無し」という研究が複数発表さ

れている
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PM2.5曝露（短期）と全死因死亡との関連
（2012年〜2013年東京都23区65歳以上高齢者約66万人対象）

環境基準
（日平均）

出典：Yorifuji et al. (2016)



日本の100都市（PM2.5濃度日平均14.6μg/m3）

において、PM2.5濃度上昇は、低濃度でも、循

環器系疾患、脳卒中、呼吸器系疾患による死

亡をもたらしている（10μg/m3上昇毎に、それぞ

れ1.6％、1.3％ 1.5％死亡率上昇）
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出典：Michikawa Takehiro, Ueda Kayo, Takami Akinori, Sugata Seiji, Yoshino 
Ayako, Nitta Hiroshi, and Yamazaki Shin（2018） “Japanese Nationwide Study on 
the Association between Short-term Exposure to Particulate Matter and 
Mortality Running title: Short-term exposure to PM2.5 and mortality in Japan” , 
Journal of Epidemiology, October 27, 2018.

最近は日本でも「PM2.5短期曝露被害

は閾値無し」という研究が複数発表さ

れている（続き）
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